平成23年度公益財団法人日本中学校体育連盟バレーボール競技部　　第1回常任委員会　　会議録
＜日時＞６月５日(日)午後１時３０分より午後５時

＜会場＞江東区立有明中学校　視聴覚室

＜出席＞EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひらて),平手)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あきら),陽)部長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(みかみ),三上)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かずお),和男)競技委員長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たかはし),高橋)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(けんたろう),憲太郎)審判規則委員長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かつみ),勝見)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(としや),俊也)強化委員長、
　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こうやま),神山)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しんじろう),信次郎)指導普及委員長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(よしだ),吉田)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ゆきひろ),征弘)事務局長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(くりはらひろゆき),栗原博之)監事

　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とみた),富田)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(みつる),満)審判規則副委員長、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たけむら),竹村)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あき),昭)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろ),浩)強化副委員長　　（以上、旧役職名）
　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おおむらまさひこ),大村暢彦)(北海道)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(わたべ),渡部)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(りゅういち),隆一)(東北・宮城)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きっかわ),吉川)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ゆたか),豊)(北信越・長野)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あさい),浅井)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さだと),貞人)(東海・愛知)

　　　　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(やまのうえ),山野上)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せいいち),聖一)(近畿・大阪)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(まつだ),松田)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かずゆき),和幸)(中国・山口)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たけひ),武樋)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(のぶひと),誠仁)(四国・高知)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かめい),亀井)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さとし),聡)(九州・福岡)　各ブロック長
　　　　事務局員：EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あんどう),安藤)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろえ),祐枝)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おおつか),大塚)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(よういち),洋一)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(なかむら),中村)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(てつや),哲也)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(わたなべ),渡辺)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろし),裕)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とちぼり),杤堀)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひとみ),仁美)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おおたに),大谷)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(まさひろ),将博)　　以上、２３名

＜陪席＞EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ざいま),財間)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(つねふみ),常文)JOCジュニアオリンピックカップ全国都道県対抗中学バレーボール大会事務局長

＜欠席＞事務局員：EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ほりえ),堀江)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ともかず),朋一)、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しのはら),篠原)

EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(まさいち),政一)　　以上、２名

※関口満(関東・東京)、賀子貴和(北信越・石川)、高橋容一郎(東海・岐阜)、蕨敦志(中国・岡山)、吉村英樹(九州・長崎)、
阿部良行(監事・北海道)、福島久登(事務局次長・東京)、石井良輔(事務局員・神奈川)以上7氏は、退任された。
＜配布資料＞　計39点
・平成23年度第1回公益財団法人日本中学校体育連盟バレーボール競技部常任委員会レジュメ
・日本中学校体育連盟バレーボール競技部　平成23年度第1回常任委員会　文責　平手　陽

・（公財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部会規約

・平成23年度（公財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部活動方針
・公益財団法人日本中学校体育連盟バレーボール競技部平成23年度役員名簿

・災害等緊急対応要項基準
・新型インフルエンザ等に関わる対応について
・「東日本大震災に係わる生徒の全国（夏季）大会への出場・対応」について
・平成22年度収支決算書
・大会交付金算定資料
・ＪＯＣジュニアオリンピック第25回全国都道府県対抗中学バレーボール大会開催要項（案）
・平成23年度全国中学校体育大会第41回全日本中学校バレーボール選手権大会要項
・平成24年度全国中学校体育大会第42回全日本中学校バレーボール選手権大会要項（案）
・平成25年度全国中学校体育大会第43回全日本中学校バレーボール選手権大会要項（案）

・大会参加チームのユニフォームの規定について
・平成23年度ブロック別都道府県大会日程
・平成23年度９ブロック大会都道府県参加数
・公益財団法人日本バレーボール協会競技会開催交付金の申請方法について
・平成23年度（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部審判規則委員会の基本方針について
・平成23年度（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部における『6人制ルールの取り扱い』について〈第3版〉
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部審判規則委員会議事録
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部九州ブロック審判研修会実施報告
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部北海道ブロック審判研修会報告書
・第41回全日本中学校バレーボール選手権大会大阪大会審判講習会実施報告書
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部審判研修会兼関東ブロック審判研修会報告
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部東海ブロック審判研修会開催要項
・（財）日本中学校体育連盟バレーボール競技部近畿ブロック審判研修会開催要項（案）

・全国大会派遣審判員一覧
・平成23年度日本中体連バレーボール競技部「指導普及委員会」活動方針及び事業内容
・平成23年度全国中学生バレーボール指導者研修会（愛知・岡崎会場）
・平成23年度日本中体連バレーボール競技部「強化委員会事業計画」
・平成22年度全国中学生長身選手発掘育成合宿参加者名簿

・平成22年度第1回長身選手発掘育成合宿（男子）　裏面（女子）

・平成23年度全国中学生バレーボール選抜強化第一次合宿推薦要項
・平成23年度全国中学生「長身選手発掘育成合宿」実施要項

・平成23年度全国中学生「長身選手発掘育成合宿」指導スタッフ推薦書

・（財）日本中体連バレーボール競技部40周年記念誌『あゆみ　蒼茫』作成

・第2回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会への出場チームの推薦について（依頼）

・がんばれ日本たちあがれ東北!!第2回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会開催要項

司会：吉田　　記録：大塚

※4月1日より、EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(にっぽん),日本)中学校体育連盟は、公益財団法人となった。EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(にほん),日本)バレーボール協会は、2月1日より公益財団法人になっ
ている。
※役員改選期であるので、レジュメに記載の役職名は、昨年度までの役職名であることをご了解いただきたい。
１．平手部長挨拶

・第4代の部長として2期4年間、務めさせていただいた。定年退職まで残り１年あるが、日本中学校体育連盟の内規により、次
の方に職務をお願いしなければならない。皆様方に支えられて、今日を迎えることができたことに感謝している。
・まず、3月11日に発生した東日本大震災でお亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申し上げる。残された我々は、現地の状
況を確認し、本競技部として出来る限りの対策や支援の方法を考え、実行していかなければならない。渡部東北ブロック長に
は、大変ご苦労いただくことになるが、宜しくお願いしたい。
・勝部景明初代部長、鈴木榮夫2代部長、高橋治憲3代部長、三方のご功績は、大変に大きなものがあった。私は、それらを継
承しつつ、本競技部における中学生バレーボーラーのための指導普及と強化の一本化に力を入れてきた。少しずつではある
が、その成果が出つつあると自負している。次期部長には、更にこのことを推し進めていただきたい。
・在任中に、地域毎の違いを感じることが多かった。それぞれの地区で、それぞれの事情があり、そうした中で皆さんが日夜努力
されていることが感じられた。本競技部では、そうした違いを乗り越え、毎年、一定の水準を保った全国大会の運営にあたって
きた。開催地は無論のこと、各ブロック長の方々のご努力とご協力に敬意を表したい。
・本競技部での4年間の活動を通して自分なりに組織の考え方を表にまとめた。本競技部と日本中学校体育連盟、日本バレーボ
ール協会の関係と役割、活動内容などである。新任のブロック長が多くいらっしゃるので、皆さんが活動していく上での理解の
一助となることを期待している。4年間、ほんとうにありがとうございました。

２．９ブロック長自己紹介

北から順に9ブロック長が簡単な自己紹介を行う。
３．部長、副部長選出
座長に、ブロック長として在任期間が一番長い、大村北海道ブロック長を選出し、9ブロック長が別室（進路資料室）に移動
して、部長と副部長の選出を行った。結果について、大村氏より下記のように報告された。
部長に、三上和男関東ブロック長を選出した。

副部長に、大村暢彦北海道ブロック長と、山野上聖一近畿ブロック長を選出した。
４．三上部長挨拶及び役員紹介

・日本中学校体育連盟の内規に従い、9ブロック長の互選により私が選出された。大任でありその責任の大きさに緊張している。
ご協力をいただきながら、微力ではあるが誠心誠意努力していくので、ご支援をお願いする。なお、日本中学校体育連盟の内
規で、部長選出ブロックから代理者を出せる。関東ブロック常任委員である東京都中学校体育連盟バレーボール部副部長の勝
見俊哉氏にその任をお願いする。
・新組織は別紙の通り。

副部長兼競技委員長に勝見俊也氏（副部長留任、前強化委員長）をお願いし部長の職務代理者としての任務もお願いする。
部長指名の常任委員として4氏、副部長兼事務局長に吉田征弘氏（事務局長留任）、審判規則委員長に富田満氏（前審判規
則副委員長）、指導普及委員長に神山信次郎氏（留任）、強化委員長に竹村昭浩氏（前強化副委員長）
監事として2氏、栗原博之氏（留任）、髙橋憲太郎氏（前審判規則委員長）
勝見・大村・山野上・吉田副部長の4人体制とし、業務委員会を特に限定せず、指導的な立場で広く活動していただきたい。

・平手前部長から

三上部長は私立学校の教頭で、海外遠征や強化合宿等への参加が難しいことがあるかもしれない。職務代理者の勝見副部
中心に4人の副部長で相談、連絡のうえ、三上部長をサポートしていってほしい。

５．議題

(1)　日本中学校体育連盟関係：三上部長
①新会長及び新担当理事　会長は、大江近渋谷区立上原中学校長が就任され、担当理事（副会長）は、7月1日（金）に決定。
②平成23年度全国中学校体育大会　中央連絡会(五者会議)が、5月26日（木）に開催された。
大会要項が検討され、「災害等緊急対応要項基準」、「新型インフルエンザ等に関わる対応について」、『「東日本大震災に係
わる生徒の全国（夏季）大会への出場・対応」について』が示された。
大会要項の詳細については、後段の議題で山野上近畿ブロック長から提案される。
③常任委員の所属学校長への依頼状とご本人への委嘱状は、全国大会2日目の8月18日（木）に開催される競技部会時に日
本中学校体育連盟担当理事より交付されるので、今しばらくお待ち願いたい。

④顧問、参与の推薦　　本競技部規約第１２条「常任委員会で推薦し、部長が委嘱する。」となっている。
顧問候補に平手陽前部長（東京）。参与候補に関根健一元副部長（東京）、渡真利善元副部長（東京）、
阿部良行前監事（北海道）、財間常文元副部長（大阪）が推薦され、満場一致で、承認された。

昨年度までの顧問は、勝部景明氏(東京)、鈴木榮夫氏(東京)、高橋治憲氏(東京)の部長経験者３名であり、
参与は、林信次氏(北海道)、横山幸悦氏(秋田)、門川公雄氏(東京)、高世勲氏(東京)、本池宗雄氏(東京)、塩澤武芳氏(山梨)、
二口谷譲氏(石川)、川口信明氏(石川)、杉村富治氏(静岡)、菊池良光氏(静岡)、今川功氏(大阪)、橋本五衛氏(大阪)、
川口裕氏(大阪)、宮澤敏雄氏(大阪)、西坂恭明氏(大阪)、横矢康史氏(福岡)の副部長等経験者１６名である。

今回、改選期に当たり、顧問候補者計4名と参与候補者計20名全員に通知し、2年任期の役員として就任していただけるか
ご本人の意思を確認した上で、三上部長より委嘱申し上げる。
(2)　日本バレーボール関係：三上部長
6月21日（火）に新理事会、22日（水）に新評議員会が開催される。立木正夫会長が退任され、新会長には、今まで副会長と
して活動されていた中野泰三郎氏（東京コカ・コーラボトリング（株）取締役副社長執行役員）が就任された。昨年度までは、
平手部長が運営理事、吉田事務局長が評議員であったが、公益財団法人となり組織が変わったため、今回開催される理事
会、評議員会は出席しない。従来の評議員会に変わるものとして、「加盟団体代表委員総会」が設置され、三上部長が本競技
部の代表委員（総会代理出席者として勝見副部長を指名）として参加することになる。
質問：「Ｕ14」の全国大会開催の見通しはどうか。　→　平成２５年度開催は、難しいのではないか。（財間氏からの情報）

(3)　平成22年度収支決算

①決算報告：吉田事務局長
平成22年度収支決算書に基づき、収入及び支出状況について説明がなされた。特に、次年度繰越金が高額になった理由
について、収入面では日本バレーボール協会からのメンバー制度会費（以下、ＭＲＳ配賦金）が増えたこと。支出面では、部
運営費、全国大会費、事業費、大会交付金の全てで支出が予算に対して大幅に減少したことが報告された。特に、「春の高
校バレー」が3月開催から1月開催になり、毎年3月に実施していた「中高合同合宿」が廃止されたことで強化合宿費が大
幅に減ったことも大きな理由であると報告された。

②監査報告：栗原監事

4月23日（土）午後、慶應義塾中等部会議室において、平手前部長、吉田事務長同席の上、関係諸帳簿、関係証拠書類を元
に約2時間にわたり会計監査を実施した。会計処理について吉田事務局長から説明を受け、関係諸帳簿類を詳細に点検し
た結果、正確かつ適正に執行されたものと判断した。ここにそのことをご報告する。
③決算の承認
監査報告を受け、常任委員で審議の結果、満場一致で、決算が承認された。

④予算の検討と承認：吉田事務局長

平成22年度の決算を受け、平成23年度の予算について検討された。
本競技部は、日本バレーボール協会からの交付金で運営されてきた。平成14年度までは日本バレーボール協会から400
万円の交付金があったが、平成15年度から310万円に削減され、平成18年度まで運営した。そして、平成19年度からＭＲ
Ｓ配賦金が導入された。全国の各中学校バレーボール部顧問のご努力と中学生部員の年間500円の負担により、ＭＲＳ配賦

金は毎年度1,000万円を超え、順調にその額が増えている。
[ H19：1,085万円、H20：1,158万円（73万円増）、H21：1,283万円（125万円増）、H22：1,328万円（45万円増） ]
MRS配賦金は、本競技部に貯めるのではなく、有効に現場へ返していくべきものである。そこで以下の提案をする。
1.全国大会、ブロック大会への交付金を増額する。

ブロック大会へは、開催日数、参加チーム数を考慮して交付額を決めていたが、ＭＲＳ配賦金に対する各ブロックの配賦
金（＝登録数）の比率により配分する。

全国大会交付金　　　　   130万円　→　200万円
ブロック大会交付金 総額　215万円　→　330万円
北海道ブロック
（ 5%）
25万円　→　25万円（現行額を下回らないよう措置）

東北ブロック
（11%）
25万円　→　35万円
関東ブロック
（21%）
30万円　→　60万円

北信越ブロック
（ 9%）
25万円　→　30万円

東海ブロック
（19%）
25万円　→　60万円

近畿ブロック
（10%）
20万円　→　30万円

中国ブロック
（ 5%）
20万円　→　20万円（現行額を下回らないよう措置）

四国ブロック
（ 5%）
20万円　→　20万円（現行額を下回らないよう措置）

九州ブロック
（15%）
25万円　→　50万円

2.東日本大震災で甚大な被災をした、岩手県・宮城県・福島県の「全国都道県対抗中学バレーボール大会」出場チームに選
抜された選手の中で、被災して出場が困難な選手に対して、経費面の補助を考える。具体的な方法や金額については、
渡部東北ブロック長を中心に、3県の専門委員長とも相談の上で決定する。
3.「全国都道県対抗中学バレーボール大会」出場チームに対して、過去2年間にわたり、練習球（新しい規格のボール）を
配付してきた。ミカサ・モルテンとも各12個に達した。今後の取り扱いについては、次回の常任委員会で検討する。
4.全国大会50周年（平成32年度）へ向けての準備

昨年度、全国大会が40回を迎え、10年間の大会記録を中心とした記念誌を発行（後段で報告あり）する。次回は10年後
の50周年となり、大きな節目である。記念誌ばかりでなく、式典や表彰、祝賀会の開催等も考えられる。30万円をそうした
事業への準備金として、今後10年間にわたり毎年度積み立てていく。
以上3点を提案し、審議の結果、満場一致で、承認された。
(4)　JOCジュニアオリンピックカップ全国都道県対抗中学バレーボール大会：財間大会事務局長
・開催要項の原案について別紙の通り、説明された。
・東日本大震災で東北三県に甚大な影響を与えていることを考え、大会開催自粛も検討されたが、開催することで「中学生に
夢を与えよう」ということで開催することにした。

・開催期間は、例年通り、12月25日（日）から28日（水）の４日間。
・使用球は、男子がミカサMVA300、女子はモルテンV5M5000。
・前回の大会は最終日、フルセットの熱戦が続き、試合終了が大幅に遅れた。テレビ放映の関係から1面で6試合を行ってきた
が、今回は、男女準決勝を２面で同時に行いたい。ただし、全試合を放映することは、予算的（1クルー分の経費支出しかで
きない状況にあるため）に難しくなる。準決勝はダイジェストとなってしまうかも知れない。
・前回、大阪市中央体育館内の通路の壁2カ所が破損(穴が開く)した。残念ながら、大会参加バレーボール関係者の仕業で
あろう。体育館に謝罪し、補修費用を負担した。二度とこのようなことが起こらないように指導をお願いしたい。
・事務局が事務局長の異動に伴い、箕面市立第五中学校に変更になった。
・開催要項に記載の携帯電話番号は事務局専用である。繋がりにくい場合は、財間個人の携帯電話 090-3652-3720 に掛けて

いただいてかまわない。
・昨年度の大会は、約900万円の赤字が出た。日本バレーボール協会が負担している。今年度についても大変厳しい状況が
予想される。本競技部のＭＲＳ配賦金から大会運営費の一部を負担してもらえないかと日本バレーボール協会から打診され
ている。
吉田事務局長：中学生が登録費として納めた500円の2割が本競技部に日本バレーボール協会からＭＲＳ配賦金として配賦さ
れる。都道府県バレーボール協会へも同じく2割のＭＲＳ配賦金が配賦される。残りの6割が全日本男女チームの強化やＭ
ＲＳシステムの費用に充てられている。本競技部に配賦された2割の配賦金は、納めた中学生のバレーボール活動に還元し
ていかなければならない。本競技部はそうした趣旨の支出方法を考えて実行してきたし、これからもそうしていく。

全国都道府県対抗中学バレーボール大会の出場選手は、もちろん中学生である。この大会が今日の中学校のバレーボー
ルの普及、強化に大きな影響を与えてきたことは周知の事実であり、中学校関係者は、皆、これからもこの大会が発展してい
くことを願っているだろう。しかしながら、大会経費の不足を、本競技部に配賦したＭＲＳ配賦金に期待するというのはいかが
なものであろうか。全国連盟と全国大会の関係、例えば、「日本小学生バレーボール連盟」と「ファミリーマートカップ全日本
バレーボール小学生大会」、「全国高等学校体育連盟バレーボール専門部」と「ジャパネット杯春の高校バレー全日本バレ
ーボール高等学校選手権大会」にも日本バレーボール協会は、ＭＲＳ配賦金について大会運営費の一部負担を依頼して
いるのであろうか。「中学生の大会はスポンサーが付かず赤字だから、中体連競技部がＭＲＳ配賦金から負担してほしい」
という話には簡単に応諾しかねる。そもそもこの大会は、日本バレーボール協会が義務教育の中学校の学校体育や部活動
の枠にとらわれず、将来の全日本選手の発掘育成をめざして創設された大会であったはずである。日本バレーボール協
会・読売新聞社・報知新聞社が主催する全国大会である。主催者として大会運営費を捻出する義務が日本バレーボール協
会にはあるだろう。日本バレーボール協会は、中学生をどう育てていきたいのか、そのために何をしてくれるのか、本競技部
は何をしなければならないのか、何ができるのか。財間事務局長にはご苦労をおかけするが、そうしたことを日本バレーボ
ール協会にお伝えいただきたい。
・今回、常任委員会に私が陪席させていただいたのは、東北ブロックの状況を直接お聞きしたかったからである。
渡部東北ブロック長から
沿岸部はたいへんひどい状況にある。宮城県はまだ選手選考を行えていない。しかし、大会には参加する方向で考えて
おり、頑張っていこうという気持ちが強い。やはり、一番困るのは、経済的な問題であろう。練習会や遠征に選手をどのよう
に送迎するか。今までのような保護者の送迎は望めない。バス等を借りる経費負担はどうするのか。練習会場の確保も課
題である。選考された選手が経済的な負担ができず辞退者が出ることも心配している。
全中予選となる東北ブロック大会は、山形県酒田市で開催されるので、問題ないだろう。そのための各県の予選大会も今
のところ開催できないという話は聞いていない。しかし、体育館に被災者が避難している。校舎に被害があったため体育
館内を仕切り、そこで授業をしている学校なども多数あり、ユニフォーム、ボールに事欠いている状況もある。

本競技部からの支援はありがたいが、たとえば仙台市内でも全く被害を受けていない場所もあり、学校、生徒とも今までと
なんら変わらない生活をしている地域もある。一律に補助をするというわけにもいかないだろう。

吉田事務局長
補助、支援していく方向で考えているが、何らかの基準を作らなければならないだろう。他の地域でも被害に遭っている中
学生がいるかもしれない。ブロック長はこのことを各ブロックに持ち帰り、どのように支援していくか、また、ブロック内の状

況はどうかなど確認して第2回常任委員会に持ち寄り、検討し決定する。

(5)　平成23年度第41回全日本中学校バレーボール選手権(大阪)大会：山野上近畿ブロック長
①開催要項　　5月26日（木）に中央連絡会(五者会議)が開催され、最終決定した。
・参加料は、銀行振り込みで行う。通帳に記載される振込情報が限定されるため、番号(男女、ブロック、都道府県→数字化)
と校名の最初の一文字分を入れることで学校名を特定できるようにする。
・大阪市中央体育館、大阪府立体育会館とも駐車場はない。バスを利用するチームは各自で手配をすることになるが、バスが
駐車できる駐車場は体育館の近隣にないことをご承知いただきたい。

・大会速報は発行しない。体育館入口付近にグループ戦、決勝トーナメント戦の結果表を掲示する。

・開会式の校名プラカードは、自チームで持ち入場行進してもらう。マネージャーがいるチームは、マネージャーがいいので
はないか。

・大阪府バレーボール協会主催の歓迎レセプションは、行わない方向で考えている。
・開催費用は、1,900万円位を予想しているが、体育館使用料、冷房使用料が大きい支出となる。
・大阪府立体育会館に隣接する浪速スポーツセンターを練習会場として確保している。この練習会場のみ、冷房がある。練習
会場割り当てが、浪速スポーツセンターになったチームは、試合会場との距離や冷房完備で、「お得感」がある。

・日本バレーボール協会の個人表彰は、今年度より登録しているメンバー分だけとなる。（10人登録のチームなら10個。残りの
2個は日本バレーボール協会に返品。）また、チームスタッフには出なくなる。（昨年度まで、この大会のみスタッフにも出て
いた。）ただしこの大会は、マネージャーが中学生なので、その分はぜひ出してほしいと伝えてある。

・本部宿舎は、ＪＲ難波駅隣接の「ホテルモントレグラスミア大阪」で、1泊朝食付7,500円程度を予定している。
質問　平手前部長：旅行取扱業者の選定はどのようにしたか。日本中学校体育連盟から特に公明正大に行うことを求められて
いる。今後の開催地の参考にもなる。
回答　山野上近畿ブロック長：大阪府実行委員会として大阪府開催3競技について検討された。旅行取扱業者4社がプレゼン
テーションしたうえで、実行委員会が競技種目ごとに決定した。プログラム印刷なども実行委員会が入札方式で印刷
業者の選定を実施した。見積もり合わせをしてみることは大切である。
・7月3日（日）近畿ブロック審判研修会を大阪市立大宮中学校で開催する。また、当日、大阪市中央体育館小会議室にて、抽

選のリハーサル、表彰関係等の打ち合わせを行なう。
(6)　平成24年度第42回全日本中学校バレーボール選手権(東京)大会要項（案）：三上部長（関東ブロック長）
・開催期間は、8月20日（月）から23日（木）となる。
・会場として使用する予定の国立代々木競技場は、これから申請する。大田区立総合体育館は、来年4月に完成予定であり現
在建設中。来年の6月から使用できる見込みであるが、今回の大震災の影響で、工期に遅れが出ることを心配している。
・国立代々木競技場(ＪＲ　原宿駅)と大田区立総合体育会館(京浜急行　梅屋敷駅)、大田区立スポーツセンター(京浜急行　平和
島駅)は、距離がある。

・使用球は、新規格採用となり、男子がモルテンV4M5000、女子がミカサMVA400となる。

・参加料の納入は、要項（案）に、現在「現金書留」となっているが、大阪大会を見習い、銀行振込としたい。

・東京大会は、教育委員会主導の実行委員会組織は設置されない。担当者の授業軽減措置はない。通常の学校業務をこなし
ながら、大会開催準備をしなければならない。非常に厳しい状況である。
・大会経費総額を約2,000万円と見込んでいる。東京都からの補助金は少なく、会場使用料の減免措置は無い。経費の半額は、自分たちで捻出しなければならないだろう。

(7)　平成25年度第43回全日本中学校バレーボール選手権(愛知)大会要項（案）：浅井東海ブロック長
・愛知県岡崎市で開催。会場は、岡崎中央総合公園体育館を主競技場に、岡崎中央総合公園武道館と岡崎市体育館に決定。
・詳細については、まだ具体化していない。大阪大会、東京大会を参考に今後詰めていくことになる。

(8)　各業務委員会より

①競技委員会：三上前競技委員長
1)大会参加のユニフォーム規定について　→　（送付済みのものは、確認月日が違っている。今回再送する。）
 前回の常任委員会で検討されたハチマキの規定を追加した。

・ソックスについては、ユニフォーム・パンツに準じることが「望ましい」との規定を追記した。

・この規定は、全国大会の規定であるが、ブロック大会でもこの規定に沿って、指導・運営を行ってほしい。

2)都道府県大会、ブロック大会日程　→　訂正したものを送付済み
3)全国大会組み合わせ抽選方法について

・決勝トーナメント戦の抽選において、ブロック大会１位をシード位置（最大9）に振り分ける。同２位も１位の逆（1/2ゾーン）の
位置に入れる。2位チームが同一ゾーンに集中することを防ぐことができる。
8月17日（水）14時から開催される監督会議の席上、このことについて説明する。　→　（今回、送付した。）
4)日本バレーボール協会　競技会開催交付金の申請：吉田事務局長
・別紙の通り、開催地が直接、日本バレーボール協会へ申請すること。必ず7月中に申請し、大会終了後、速やかに大会報
告と決算書を提出すること。交付申請はするが、決算報告が出ないことが多い。ブロック長は、開催地と連絡を取り、申請と

報告の手続が速やかに行われているか、必ず確認をしておくこと。

②審判規則委員会：髙橋前審判規則委員長
下記について、資料により説明があった。

1)平成23年度審判規則委員会の基本方針について

2)平成23年度日本中体連バレーボール競技部における6人制ルールの取り扱いについて

今年度より、クイック・サブスティチューション・システム（ＱＳＳ）を採用する。ナンバー・パドル及びブザーは使用しない。

基本的な手順について、監督が十分に理解できるようにしっかり伝達をお願いしたい。

3)審判規則委員会議事録　4月23日（土）に慶応義塾中等部において開催

4)ブロック等審判研修会報告（九州ブロック、北海道ブロック、大阪府、関東ブロック）
5)東海ブロック審判研修会開催要項　6月19日（日）　愛知県豊橋市立高師台中学校

6)近畿ブロック審判研修会開催要項　7月3日（日）　大阪市立大宮中学校

7)全国大会派遣審判員一覧

③指導普及委員会：神山指導普及委員長
・活動方針及び事業内容について説明があった。

・全国中学生バレーボール指導者研修会を東日本から1会場（愛知県岡崎市），西日本から１会場（岡山県）、東京１会場
（岡山会場と東京会場の詳細は未定）で実施する。来年度の開催地は、第3回常任委員会で決定する。

・この研修会は、日本体育協会の資格取得講習会ではないが、4年に1度の義務研修として有資格者はカウントされる。
資格失効とならないよう、この研修会を有効に利用していただきたい。
・平成23年度全国中学生バレーボール指導者研修会　8月27日（土）・28日（日）　岡崎中央総合運動公園体育館
浅井東海ブロック長から説明があった。平成25年度第43回全日本中学校バレーボール選手権(愛知)大会の主競技場で
開催する。講師も素晴らしい方々をお呼びする。本競技部のホームページにも掲載するので、多くの方々にご参加願い
たい。
④強化委員会：勝見前強化委員長
1)平成２２年度第１回全国中学生長身選手発掘育成合宿報告

・1月4日(火)～7日(金)に、選手100名と指導者等40名を集め、第1回の合宿を東京スポーツ文化館ＢｕｍＢで開催した。
おりしも1月開催になったばかりの「春高バレー」と重なったことで注目され、日本バレーボール協会関係者ら多くの方が
体育館に来てくださり、指導や激励を選手に直接して下さった。選手にとっては得がたい経験になったことと思う。

初めての開催で色々なことがあったが、ブロックごとに開催していた長身選手発掘育成合宿を一本化し開催した意義は、

十分に達成できたと評価している。
・総勢140名の合宿は、想像以上の事務作業量であった。事務処理担当の人数確保を痛感した。
2)事業計画

・全国中学生バレーボール選抜強化第一次合宿　9月19日（祝）～22日（木）3泊4日　東京スポーツ文化館ＢｕｍＢ

都道府県専門委員長の推薦をブロック長がまとめ、エクセルのデータで提出していただく。7月31日（日）締め切り厳守で
お願いする。
・同　第二次合宿　10月20日（木）～23日（日）3泊4日　オリンピック記念青少年センター
一次合宿参加男女各30名から選考された男女各12名で実施。一次、二次合宿とも「ｔｏｔｏ」から助成を受けている。
・日韓スポーツ交流事業ジュニア選手競技力向上事業男女バレーボール交流試合（ＪＯＣとＫＯＣの交流事業）
11月1日（火）から7日（月）国内、7日（月）から13日（日）韓国　計12泊13日　二次合宿に参加した男女各12名で実施。

その他の詳細は未定。
・全国中学生長身選手発掘育成合宿　平成24年2月16日（木）～19日（日）3泊4日　東京スポーツ文化館ＢｕｍＢ
選手男女各50名、指導者40名、事務局10名の総勢150名で、第1回合宿の反省を生かして開催したい。

12月1日（木）締め切りで、選考結果は、12月10日（土）本競技部のホームページで発表する。
遠方から参加する選手については、通常の交通手段で集合時刻の13：30に間に合わないため前日に出発する場合は、その宿泊費が出る。また、最終日13：00に解散するが、通常の交通手段で当日に家まで帰れない、あるいは真夜中になってしまうため、宿泊しなければならない場合も宿泊費が出る。必ず選手のみの宿泊代領収書の提出が必須。
この合宿も「ｔｏｔｏ」から助成を受けている。また、（株）デサント様が、選手と指導者にウェアーを提供して下さる。
女性指導者が不足している。女子選手50名を宿泊させるので、多数の女性スタッフの推薦をお願いしたい。
質問：「身長170cm以上」という参加条件では、候補者が多く集まりすぎるのではないか。推薦する以上、本人の承諾を取る

わけで、多くの選手に期待を持たせながら、多くの選手が落胆する結果になるのはいかがなものかと思うが…。
回答：昨年度と同様の参加条件であり、今回の変更は考えていない。都道府県専門委員長からブロック長に推薦し、ブロッ
ク長がそれをまとめて提出していただく。9ブロックから推薦された選手を身長と最高到達点を考慮して高い方から順に

男女各50名を選抜する。そうしたことをご理解のうえ、ブロック長は推薦をお願いしたい。
⑤事務局
1)本競技部40周年記念誌　『あゆみ　蒼茫』　発行：安藤事務局次長
・この10年間を中心に、岡山全中までの記録を掲載した。第2回常任委員会時に配付できるよう作成中である。

・500部印刷する。経費は、本競技部予算から支出する。配布先は資料をご覧いただきたい。

・別冊として、全国大会歴代出場校、監督一覧も作成した。プログラムを見ながら作成したが、プログラムに掲載されている出
場回数に間違いが多い。大阪大会のプログラムから修正していきたい。

2)競技部役員名簿作成：吉田事務局長
・メールでフォーマットを送信する。（既送信済み）
ブロック長にお願いするのは、ブロック内の都道府県専門委員長名簿作成と競技・指導普及・強化（男・女）委員名簿の作
成である。名誉職ではないので、実働できる方を選考願いたい。ただし、審判規則委員は資格のことがあり、既に各ブロ
ックから選考され決定している。その名簿もお送りする。６月中に事務局へ返信していただきたい。
各業務委員長にお願いするのは、各ブロック長から推薦いただいた委員のほかに、委員長指名の業務委員を選考してい
ただき、副委員長と主事を決めていただく。
各業務委員会主事は、7月中に名簿内容の確認をし、名簿原稿を確定する。

事務局で、名簿の印刷と依頼状、委嘱状の作成をし、第2回常任委員会で皆様にお渡しする。
3)ホームページ：吉田事務局長

・「日本中体連バレー」で検索し、逐次ご覧いただきたい。7月上旬にリニューアルする予定で準備を進めている。

・リンクの希望があれば、吉田事務局長へご連絡願いたい。

4)日本バレーボール協会個人登録：吉田事務局長
・引き続き、個人登録を勧めていただきたい。ＭＲＳ配賦金を今後も中学生に還元できるよう運営していきたい。

・中学生ばかりでなく、皆さんも個人登録を是非お願いする。その際、監督としてのみでなく、役員の登録をお願いする。

本競技部　内部委員会：加入コード　毎年度変更される。（昨年度まで登録していて「更新」の場合は、必要ありません。）
本部役員
加入コード：340500041178　←下記4委員会以外の役員(常任委員、監事、事務局等)

競技委員会
加入コード：340500001170

審判規則委員会
加入コード：340500011110

指導普及委員会
加入コード：340500021162

強化委員会
加入コード：340500031112

5)お願い
常任委員会の内容をブロック内の都道府県専門委員長にしっかりと伝えて、ブロックをまとめていただきたい。

交通費は、皆さんからのご提出いただいた経路を元に事務局で計算して支払っている。飛行機を利用した場合

必ず領収書を提出願う。また、受領印に「スタンプ印（ｼｬﾁﾊﾀ等）」は認められないのでご注意願いたい。

６．次回　第2回常任委員会の開催日
・8月18日(木)　大阪市中央体育館　14時からの競技部会終了後に開催する。
※競技部会への次期全国大会開催地視察員の陪席は、1県3名以内。今年度は、東京都、愛知県、高知県である。

７．閉会挨拶：山野上副部長
長時間にわたり、慎重なご審議、ありがとうございました。大変、お疲れ様でした。この内容を各ブロックへ持ち帰り、伝達
を宜しくお願いします。8月に大阪でお待ちしています。
※「第２回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会」については、都道府県バレーボール協会へ直接、照会して下さい。
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